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認知カウンセリングの経験が教職を目指す大学生に及ぼす影響 1 
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In recent years, teachers have been required to possess high level of expertise, 
such as acquiring practical teaching skills alongside offering psychoeducational 
services. In order to develop such expertise, any knowledge acquired need to be put 
to practice. This study investigated the impact of cognitive counseling on university 
students who wanted to become teachers. A quantitative test analysis was carried 
out on free description answers, and an exploratory study was conducted. As a result, 
it became clear that trainee teachers’ experience of cognitive counseling helped them 
to think about supporting children in becoming “self-organized learners.” However, 
little mention was made of the psychological knowledge necessary for cognitive 
counseling. Further guidance is needed to understand how to apply such knowledge 
practically. 
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にする。また調査 1 として 2014 年度後期の活動
に参加した 1―4 年生全体の変化について検討し，










援活動の開始前（2014 年 10 月）と終了後（2015
年 2 月）で，有効回答の得られた開始前の参加者
38 名（そのうち担当群 18 名）と終了後の参加者































































































算数 .274 学習 .330 子ども .262 声 .073 子ども .413 観察 .236 支援 .224 子ども .260
好き .130 勉強 .200 考え方 .050 集中 .061 見る .117 邪魔 .142 予想 .124 問題 .110
問題 .125 自分 .186 言葉 .046 勉強 .058 Co .116 考える .123 考える .120 教材 .073
解ける .087 方法 .150 説明 .045 聞く .057 表情 .073 集中 .101 次回 .110 適切 .063
苦手 .087 子ども .124 対応 .042 話 .057 支援 .068 声 .078 今回 .099 反応 .056
自信 .081 楽しい .087 言う .039 話す .052 自分 .067 勉強 .060 方法 .076 計画 .055
活動 .071 思う .072 理解 .038 解き方 .046 気 .050 乱す .048 考え方 .042 作る .050
考え方 .067 身 .054 難しい .035 見る .044 方法 .045 静か .046 自分 .041 振り返る .050
持つ .065 思える .046 予想 .034 維持 .041 発言 .038 維持 .041 準備 .041 声 .043
学校 .048 考える .046 答え .031 考え .041 観点 .038 邪魔 .041 反省 .035 立てる .038
Table 1
2014年度後期参加学生の回答中，支援活動開始前と終了後いずれかの回答に特徴的であった単語
①子ども理解 ②学習支援時の留意点 ③観察時の留意点 ④次回の準備での留意点
（「③観測時の留意点」における「Co」はカウンセラーの略であり，表中の数値はJaccardの類似性測度を示す。）









開始前（2015 年 5 月）と終了後（2015 年 7 月）
であり，有効回答の得られた開始前の参加者 25
名（男性 9 名，女性 16 名，平均年齢歳 18.28，
SD = 0.54，そのうち担当群 5 名）と終了後の参
加者 29 名（男性 10 名，女性 19 名，平均年齢 18.41
歳，SD = 0.63，そのうち担当群 7 名）を分析対
象とした。 






調査 1 と同様，KHcoder 3（樋口，2014）を用
いて回答の分析を行った。まず 4 つの項目それぞ
れについて，活動開始前と終了後の回答に特徴的























































算数 .231 勉強 .281 気 .079 子ども .319 子ども .397 観察 .303 支援 .214 子ども .349
楽しい .145 問題 .164 解く .071 維持 .139 見る .158 気 .105 考える .180 教材 .128
知る .115 子ども .159 見る .070 集中 .129 Co .110 観点 .068 次回 .128 内容 .111
学ぶ .092 学習 .155 目 .064 説明 .117 集中 .093 近づく .066 理解 .081 問題 .081
考える .080 自分 .133 問題 .063 勉強 .091 邪魔 .075 圧迫 .060 気 .058 自分 .073
感じる .079 好き .115 話す .062 Co .058 静か .069 切らす .058 確認 .056 準備 .063
身 .076 解ける .109 思う .056 解き方 .057 立つ .061 与える .050 反省 .056 方法 .056
力 .066 苦手 .108 答え .048 対応 .050 勉強 .050 対応 .042 対応 .055 予想 .056
思える .065 積極 .100 自分 .047 声 .036 後ろ .041 方法 .034 教える .043 やる気 .047
無くす .053 活動 .095 聞く .047 話 .036 目 .041 話しかける .034 把握 .042 上手い .046
Table 2
2015年度前期参加学生の回答中，支援活動開始前と終了後いずれかの回答に特徴的であった単語
①子ども理解 ②学習支援時の留意点 ③観察時の留意点 ④次回の準備での留意点
終了後 開始前 終了後
（「②学習支援時の留意点」および「③観測時の留意点」における「Co」はカウンセラーの略であり，表中の数値はJaccardの類似性測度を示す。）



























索的に検討することであった。調査 1 として 2014
年度後期の活動に参加した 1―4 年生全体の変化
を，調査 2 として 2015 年度前期から活動に参加
した 1 年生の変化について検討した。以下では調
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